※2022年4月以降に在籍する大学院の主たる指導教員が推薦書を記述して下さい。
公益財団法人 旭硝子財団　御中
2022年度採用 日本人奨学生 推薦書
2022年　　月　　日
私は下記の者を貴財団の奨学生として推薦します。
指導教員　所属・職位： 
氏名：                                    
（以下、Wordファイルの電子入力を推奨します。1～2枚に記述して下さい）
	応募者
	区分（それぞれに囲み線をつける）
※大学院担当部署が記入
	1． 修士課程　　　　　　 　2．博士課程　　　　　3．博士課程（進学奨学生）

	
	
	a． 人文・社会科学系　　　 b．自然科学系

	
	氏名（フリガナ）
	

	
	大学院・研究科
	

	
	研究テーマ
	



１．研究への取り組みについて





２．研究能力および将来の活躍の見込みについて





３．人物像について





４．その他、奨学金を必要とする事情等の特記事項
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